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早
い
も
の
で
、
平
成
二
十
三
年
も
残
り
一
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
神
社
入
口
の
太
鼓
橋

｢

神か
み

池い
け

橋ば
し｣

が
今
月
竣
功
を
迎

え
ま
す
。
橋
・
床
・
玉
垣
に
至
る
ま
で
全
て
御
影
石
を
使
用

し
た
相
模
國
一
之
宮
に
ふ
さ
わ
し
い
見
事
な
橋
で
す
。
平
成

二
十
四
壬
辰

み
ず
の
え
た
つ
年
の
初
詣
で
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
橋
を
一
人

で
も
多
く
の
ご
崇
敬
厚
い
皆
様
に
渡
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
▼
今
月
の
二
十
三
日
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し

て
は
満
七
十
八
歳
の
御
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
全
国
の
神
社
で
は
、
天
長
祭
が
斎

行
さ
れ
、
各
地
で
奉
祝
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
神
職
は
天

長
祭
の
前
日
よ
り
参さ
ん

籠ろ
う

・
潔け
っ

斎さ
い

し
、
心
身
と
も
に
清
め
ら
れ

た
状
態
で
祭
典
を
厳
粛
に
斎
行
し
ま
す
▼
本
年
二
月
皇
居
の

勤
労
奉
仕
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、

皇
太
子
殿
下
の
ご
拝は
い

謁え
つ

を
賜
り
ま
し
た
。
陛
下
よ
り
、
近
年

の
神
社
の
状
況
や
農
業
・
漁
業
の
様
子
を
お
気
に
な
さ
る
温

か
く
有
難
い
お
言
葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
陛

下
の
お
人
柄
を
直
接
感
じ
、
感
激
の
あ
ま
り
涙
が
止
ま
ら
な

く
な
り
ま
し
た
▼
天
皇
陛
下
の
ご
公
務
に
は
、
内
閣
総
理
大

臣
の
任
命
式
や
外
国
主
要
人
接
遇
な
ど
の
国
事
行
為
以
外
に
、

宮
中
祭
祀
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
家
・
国
民
の
安
泰
と
五

穀
豊
穣
を
八
百
万
の
神
々
と
歴
代
の
皇
霊
に
祈
る
も
の
で
、

皇
室
で
は
こ
の
よ
う
な
祭
祀
を
二
千
年
以
上
続
け
て
き
た
と

い
う
、
他
国
に
は
な
い
伝
統
と
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
誇

る
べ
き
皇
室
の
尊
厳
護
持
に
努
め
て
い
く
の
が
神
社
の
役
割

で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

(

藤
岡
義
久)
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本
年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
菊
花
・
写
真
展
が
、
十
一
月

十
日
よ
り
二
十
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
展
の
審
査
長
に
尾
�
元
彦
氏
、
ま
た
副
審
査
長
に
遠
藤
吉
和

氏
、
そ
し
て
写
真
展
の
審
査
長
を
伊
奈
喜
久
雄
氏
に
お
願
い
し
、
厳

正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
新
嘗
祭
に
併
せ
て
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)
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十
一
月
二
十
三
日
、
勤
労
感

謝
の
日
に
役
員
・
総
代
・
氏
子

崇
敬
者
多
数
参
列
の
も
と
、
新

嘗
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
今
年
の
五
穀
豊

穣
・
産
業
の
振
興
に
感
謝
申
し

上
げ
る
祭
典
で
す
。
当
日
は
、

新
穀
・
白
酒
・
農
作
物
・
餅
・

菓
子
・
花
等
の
お
供
え
物
が
御

神
前
に
所
狭
し
と
奉
納
さ
れ
、

神
の
恵
に
誠
の
感
謝
を
捧
げ
る

と
共
に
、
皇
室
の
御
安
泰
と
、

崇
敬
者
各
位
の
更
な
る
弥
栄
が

祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
参
集
殿
に

於
い
て
篤
志
奉
納
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
て
、

一
年
間
の
塵
や
埃
を
拂
い
清
め

る
師
走
恒
例
の
行
事
が
行
わ
れ

ま
す
。

御
神
前
に
て
奉
告
祭
が
執
行

さ
れ
た
後
、
御
本
殿
を
は
じ
め

神
門
・
手
水
舎
等
す
べ
て
の
建

物
が
拂
わ
れ
ま
す
。

�
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�

�

�
�

�
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天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お

祝
い
す
る
天
長
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
す
。

当
日
は
役
員
・
総
代
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
が
参
列
し
、
天

皇
陛
下
の
ご
長
寿
ま
た
皇
室
の

弥
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
す
。
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�
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�
	

本
年
、
最
後
の
祭
典
、
師
走

の
大
祓
式
並
び
に
除
夜
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

半
年
間
の
罪
穢
れ
を
人
形
に

託
し
祓
い
や
る
大
祓
神
事
が
境

内
外
庭
に
て
行
わ
れ
、
ご
参
列

の
皆
様
、
ま
た
全
国
よ
り
郵
送

で
送
ら
れ
た
人
形
が
祓
い
清
め

ら
れ
ま
す
。
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ま
た
当
日
お
越
し
に
な
れ
な
い

方
に
は
、
お
申
し
込
み
の
ご
案

内
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
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現
在
は
国
民
の
祝
日
�
文
化

の
日
�
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
十
一
月
三
日
は
、
近
代
日
本

の
建
国
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ

今
日
の
礎
を
築
か
れ
た
明
治
天

皇
の
御
生
誕
の
日
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
、
そ
の
聖
徳
大
業
を

仰
ぎ
、
後
世
に
ま
で
伝
え
、
皇

室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁
栄

を
祈
念
す
る

｢

明
治
祭｣

が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘
南

支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉

告
祭
が
、
十
一
月
十
四
日
に
当

神
社
に
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

神
宮
大
麻
と
は
、
日
本
民
族

の
大
親
神
様
で
あ
る
天
照
大
御

神
の
お
ふ
だ
の
こ
と
で
す
。
新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
神
棚

に
は
こ
の
神
宮
大
麻
と
氏
神
様

の
お
ふ
だ
を
新
た
に
お
祀
り
し
、

災
禍
な
い
一
年
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
祈
念
す
る
こ
と
が
古
く
か

ら
の
私
た
ち
の
習
慣
で
す
。

年
末
の
う
ち
に
新
し
い
お
ふ

だ
を
お
祀
り
し
、
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
下
さ
い
。

現
在
、
寒
川
神
社
で
は
皆
様

に
お
頒
け
し
て
い
る
御
神
札
や

御
守
り
を
返
納
頂
く
納
札
殿
を

建
築
し
て
お
り
ま
す
が
、
工
事

も
順
調
に
進
捗
し
、
去
る
十
一

月
十
五
日
に
は
上
棟
祭
が
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
四
時
祭
典
を
執

行
。
上
棟
の
儀
の
中
で
工
匠
長

が
振
幣
役
を
務
め
、｢

千せ
ん

歳ざ
い

棟と
う｣
｢

万ま
ん

歳ざ
い

棟と
う｣

｢

永え
い

永え
い

棟と
う｣

と
声
を

高
ら
か
に
幣
を
振
る
と
、
工
匠

務
め
る
槌
打
役
は
そ
の
度
に

｢

オ
ー｣

と
応
え
、
力
強
く
棟

木
を
打
ち
固
め
る
と
そ
の
槌
音

は
粛
然
と
し
た
祭
場
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
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今
回
の
四
人
舞
は
、
巫
女
奉
職

以
来
長
期
間
に
亘
り
練
習
を
積
み

重
ね
て
の
奉
奏
と
な
り
ま
し
た
。

寒
川
神
社
で
は
毎
月
一
日
の
月

次
祭
に
神
楽
舞
を
奉
奏
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
度
豊
栄
の
舞
四
人

舞
が
初
め
て
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

豊
栄
の
舞
は
、
大
東
亜
戦
争
終

結
後
、
未
だ
混
迷
の
収
ま
ら
な
い

昭
和
二
十
五
年
、
こ
の
苦
難
を
乗

り
越
え
、
神
社
の
護
持
と
祭
祀
の

厳
修
を
計
り
、
全
国
神
社
の
祭
典

に
於
い
て
神
様
を
お
慰
め
す
る
為
、

神
社
本
庁
に
於
け
る
祭
祀
舞
と
し

て
制
定
さ
れ
た
乙
女
舞
で
す
。

相
模
湘
南
支
部
主

催
の
神
職
教
養
研
修

会
が
、
國
學
院
大
學

教
授
、
中
西
正
幸
先

生
を
講
師
と
し
て
お

招
き
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

先
生
に
は
江
戸
時

代
御
師
に
よ
る
御
祓

大
麻
と
明
治
以
降
頒

布
さ
れ
て
い
る
神
宮

大
麻
の
意
味
・
意
義
、

神
宮
大
麻
頒
布
の
活

動
が
遷
宮
継
承
の
礎
と

し
て
、
必
要
不
可
欠
で

あ
る
等
、
詳
細
に
ご
講

義
頂
き
ま
し
た
。

十
一
月
九
日
と
十
六
日

の
両
日
、
近
隣
の
旭
ヶ
丘

中
学
校
・
鶴
嶺
中
学
校
の

職
場
体
験
学
習
を

受
入
れ
ま
し
た
。

生
徒
達
は
、
神

社
の
歴
史
・
神
道

の
精
神
を
学
ん
だ

他
、
祭
典
装
束
の

見
学
や
試
着
を
体

験
し
、
普
段
聞
き

慣
れ
な
い
用
語
や

見
慣
れ
な
い
服
装

に
興
味
津
々
の
様

子
で
し
た
。
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◆ 10：00～ 衣裳・美容体験
◆ 11：00～ 挙式セミナー
◆ 11：20～ 新春セレモニー
◆ 11：45～ 奉告の儀
《記念写真プレゼント》

◆ 13：00～ 模擬挙式
・各種相談コーナー (随時)
・カラーコーディネート (随時)
・人力車試乗体験 (随時) 
�����

����������������		

����

�����������������
午後５時～午後８時まで
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１月20日・21日・22日
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その�������
第２回目の行先は 『ハワイ』 フリータイム
最終日は謝恩ディナーパーティー

その��	������
“１万円又は５千円券”を抽選でプレゼント！

その�� !�"#$
宴席(食事)ご利用の方に限り部屋料を半額サー
ビスさせて頂きます
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三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、

東
北
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。

当
地
域
も
震
度
五
強
の
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
寒
川
神
社
に
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
北
地
方
に
は
当
神
社
旧
職
員
が
奉
仕
す
る
神
社
が
複

数
あ
り
、
被
害
状
況
を
把
握
す
る
視
察
が
六
月
と
十
月
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
当
神
社
で
は
、
被
災
地
の
早
期
復
興
を
祈
念
し
、

義
捐
金
募
金
等
支
援
を
続
け
る
所
存
で
す
の
で
、
ご
参
拝

の
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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七
月
十
八
日

(

海

の
日)

に
斎
行
さ
れ

た
浜
降
祭
で
は
、
帰

路
御
旅
所
に
て
御
旅

所
祭
に
併
せ
て
復
興

祈
願
祭
を
執
行
し
ま

し
た
。
神
輿
の
前
に

て
浪
速
神
楽

｢

四
方

拝｣

を
奉
奏
し
、
早

期
復
興
の
御
神
威
が

籠
め
ら
れ
た
�
鈴
の

音
�
が
遠
く
被
災
地
に
響
き
渡

る
よ
う
真
心
を
こ
め
て
舞
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
寒
川
町
・
寒
川
町
商

工
会
・
寒
川
町
観
光
協
会
の
皆

様
か
ら
ご
賛
同
・
ご
協
力
を
頂

き
、
横
断
幕
を
掲
げ
て
民
謡
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
寒
川
町
を
あ

げ
て｢

元
気｣

を
被
災
地
に
届
け

ら
れ
る
よ
う
祈
願
致
し
ま
し
た
。

八
月
十
五
日(
終
戦
記
念
日)

に
行
わ
れ
た

｢

相
模
薪
能｣

で

は
、
護
国
の
英
霊
へ
の
慰
霊
に

併
せ
、
今
回
の
地
震
に
て
犠
牲

に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
と
被
災
地
の
早
期
復
興
を

祈
願
致
し
ま
し
た
。

全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

浪
速
神
楽
�
鈴
扇
の
舞
�
を
奉

奏
、
�
と
ど
け
鈴
の
音
��
ガ
ン

バ
レ
！
東
北
�
と
記
さ
れ
た
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
会
場
に
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
神
社
を
直
接
支

援
す
る
た
め
団
扇
を
作
製
、
観

賞
さ
れ
た
皆
様
に
お
気
持
ち
に

て
お
頒
け
し
、
全
額
を
被
害
の

著
し
い
金
華
山
黄
金
山
神
社
へ

お
届
け
致
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
に
斎
行
さ
れ
た

例
祭
で
は
、
神
門
に
�
東
日
本

大
震
災
早
期
復
興
�
の
提
灯
を

�
�
�
�
�

�
�

�

�
�

	
�

掲
灯
し
、
社
務
所
二
階
の
勾
欄

と
太
鼓
橋
前
に
は
、
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
を
祈
願
す
る
神

輿
が
境
内
を
力
強
く
錬
り
歩
き

ま
し
た
。

�
早
期
復
興
を
期
し
た
パ
レ
ー
ド

�“元気”を届けようと民謡パレードも行われました

�浪速神楽“鈴扇の舞”奉奏

�太鼓橋にも応援メッセージを掲げました �復興祈願の提灯が掲げられた神門



���	
���� さ が み ������

��
��
  
!!
""
##

$$
%%
&&
''

六
月
十
六
日
、
三
年
ぶ
り
に

御
本
殿
向
拝
前
の
大
注
連
縄
が

掛
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
注
連
縄
は
長
さ
十
四
・

五
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
約
一
ト

ン
あ
り
、
寒
川
神
社
職
工
奉
仕

会
の
会
員
で
あ
る
㈱
金
子
建
材

土
木
に
依
頼
し
、
約
一
ヶ
月
を

か
け
て
奉
製
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
注
連
縄
を
お
祓
い
し
た

後
、
二
十
人
程
の
人
手
に
よ
り

担
ぎ
上
げ
ら
れ
、
一
日
が
か
り

で
掛
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
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現
在
の
寒
川
神
社
の
神
輿
は

昭
和
五
十
年
宮
山
氏
子
各
位
の

ご
浄
財
に
よ
り
、
荘
厳
優
美
に

再
建
、
奉
納
さ
れ
ま
し
た
が
、

三
十
五
年
が
経
過
し
、
損
み

も
著
し
く
大
修
理
が
必
要
な

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
神
輿
修
復

奉
賛
会
が
設
立
さ
れ
、
ご
浄

財
を
募
り
修
理
を
進
め
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
神
輿
は
奉
製
元
の

宮
本
卯
之
助
商
店
に
て
修
復

中
で
あ
り
、
来
年
の
浜
降
祭

で
は
装
い
を
新
た
に
し
た
神

輿
が
出
輿
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
日
本
人
の
心
の
ふ
る

さ
と
で
あ
る
伊
勢
の
神
宮
で
は

平
成
二
十
五
年
に

｢

第
六
十
二

回
式
年
遷
宮｣

が
行
わ
れ
ま
す
。

式
年
遷
宮
は
二
十
年
に
一
度

正
宮
を
は
じ
め
神
宮
の
建
物
や

神
宝
を
造
り
あ
ら
た
め
、
ご
神

威
の
更
な
る
発
揚
を
は
か
る
祭

事
で
あ
り
ま
す
。

当
神
社
で
は
、
こ
の
伝
え
続

け
ら
れ
て
い
る
�
遷
宮
の
心
・

意
義
�
に
つ
い
て
、
多
く
の
方

に
深
く
ご
理
解
頂
き
た
く
、

小
冊
子

｢

伊
勢
の
御
遷
宮｣

を
発
行
致
し
ま
し
た
。

本
冊
子
を
ご
希
望
の
方
は

ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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宮
城
県
石
巻
沖
に
鎮
座
す

る
金
華
山
黄
金
山
神
社
は
、

今
回
の
震
災
に
よ
り
地
盤
沈

下
が
発
生
し
、
港
が
使
用
不

能
と
な
り
唯
一
の
参
拝
手
段

で
あ
る
船
が
接
岸
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
。
更
に
台
風
十
五
号

で
参
道
に
も
被
害
を
受
け
復
興

の
目
処
も
立
た
な
い
状
況
で
す
。

当
神
社
で
は
、
被
害
状
態

を
写
し
た
パ
ネ
ル
と
募
金
箱

を
祈
祷
申
込
所
と
本
殿
に
設

置
し
、
支
援
を
参
拝
者
の
方
々

に
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

正
月
も
実
施
致
し
ま
す
の

で
皆
様
方
の
心
温
ま
る
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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老
朽
化
に
伴
い
改
築
す
る

事
と
な
っ
た
太
鼓
橋
は
、
去

る
二
月
十
日
に
地
鎮
祭
が
執

り
行
わ
れ
、
順
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
広
く
皆
様
に
新
名

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
応
募
を
頂
戴
し
、
委
員
会
に

て
協
議
し
た
結
果
、
新
名
称
を

神
池
橋
と
決
定
致
し
ま
し
た
。

工
事
も
最
終
段
階
に
入
っ

て
お
り
、
十
二
月
十
九
日
に

は
竣
功
の
予
定
で
す
。

�太鼓橋周辺完成予想図
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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順
不
同
・
敬
称
略)

三
十
万
円

藤
沢

賢
一

寒
川
町
倉
見

十
万
円

井
上
総
一
郎

寒
川
町
小
谷

三
万
円

㈱
豊
榮
金
属

埼
玉
県
春
日
部
市

二
万
円

�
橋
由
美
子

宮
城
県
遠
田
郡

〃

㈱
フ
ジ
サ
ワ

寒
川
町
倉
見

一
万
円

守
屋

利
樹

宮
城
県
名
取
市

〃

平
澤

理
至

茨
城
県
東
茨
城
郡

〃

川
渕

美
香

相
模
原
市
南
区

〃

川
渕
ま
す
ゑ

相
模
原
市
南
区

〃

川
渕

志
麻

相
模
原
市
南
区

〃

三
沢

哲
也

東
京
都
板
橋
区

〃

宮
澤

彰

東
京
都
品
川
区

〃

平
野

敏
夫

千
葉
県
八
千
代
市

〃

伊
藤

康
雄

千
葉
県
千
葉
市

〃

合
津

怜

寒
川
町
岡
田

〃

斎
藤

良
一

相
模
原
市
中
央
区

〃

一
乘

正
彦

東
京
都
中
央
区

〃

大
塚

陽
子

横
浜
市
緑
区

〃

稲
垣

成
克

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区

〃

林

幹
雄

東
京
都
練
馬
区

一
万
円

加
藤
理
津
子

川
崎
市
川
崎
区

〃

野
本

文
子

横
浜
市
旭
区

〃

野
末

博
海

横
浜
市
戸
塚
区

〃

青
木
勝
四
郎

藤
沢
市
宮
前

〃

小
原
新
野
右
衛
門

茨
城
県
鹿
嶋
市

〃

天
達

絢
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

辻

忠
彦

埼
玉
県
深
谷
市

〃

金
谷
裕
紀
子

横
須
賀
市
根
岸
町

〃

大
野

雅
雄

千
葉
県
八
千
代
市

〃

渋
谷
善
三
郎

海
老
名
市
国
府
南

〃

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

寒
川
町
一
之
宮

〃

村
田
祐
一
郎

東
京
都
江
戸
川
区

〃

渡
部

妙
子

東
京
都
品
川
区

〃

立
川

静
栄

寒
川
町
岡
田

〃

石
田

元
昭

東
京
都
文
京
区

〃

川
村

壽

東
京
都
板
橋
区

〃

深
瀬

正
美

寒
川
町
小
谷

〃

浦
田

勝
夫

横
浜
市
南
区

〃

千
葉

紀
元

大
和
市
福
田

〃

和
田
由
利
子

相
模
原
市
南
区

二
月
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

る
太
鼓
橋
改
築
工
事
は
、
周

辺
整
備
事
業
も
含
め
順
調
に

進
捗
し
、
今
月
十
九
日
に
は

目
出
度
く
竣
功
を
迎
え
ま
す
。

当
日
は
午
前
十
時
よ
り
竣

功
祭
、
引
き
続
き
渡
り
初
め

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

初
詣
に
ご
参
拝
の
皆
様
に

は
、
装
い
新
た
な
る
神
池
橋

を
渡
り
、
清
々
し
い
心
で
お

参
り
頂
け
る
こ
と
と
存
じ
上

げ
ま
す
。

十
一
月
二
十
日(

日)

・
二
十

三
日(

祝
日)

・
二
十
七
日(

日)

の
三
日
間
、
苑
内
石
舞
台
に
お

い
て
神
楽
舞
並
び
に
雅
楽
を
特

別
に
奉
奏
し
ま
し
た
。

訪
れ
た
参
拝
者
は
、
茶
屋
和

楽
亭
や
下
池
の
ベ
ン
チ
よ
り
観

賞
さ
れ
、
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら

和
や
か
な
秋
の
ひ
と
時
を
お
過

ご
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

各
講
座
で
館
生
大
活
躍

��
�

俳
句
講
座
で
は
、
講
座
で
作
っ

た
作
品
を
毎
週
土
曜
日
発
行
の

読
売
新
聞
夕
刊

｢

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
俳
句｣

に
毎
月
応
募
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
、
当
館
三
年
生
の
句
が

選
ば
れ
、
去
る
十
一
月
五
日
の

夕
刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
	


�
�


今
回
で
二
回
目
の
入
選
と
な

り
、
今
後
も
俳
句
を
通
じ
て
子

供
達
の
感
性
を
引
き
出
し
、
表

現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
、
こ
と
ば
の
教
育
と

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

��
�

去
る
十
一
月
六
日
、
茅
ヶ
崎

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
決
戦
に
於
い

て
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
五
名

の
館
生
が
出
場
し
、
合
吟
と
独

吟
を
披
露
し
ま
し
た
。
合
吟
で

は
賞
に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

独
吟
の
部
で
は
、
見
事
優
勝
と

三
位
、
四
位
に
入
賞
い
た
し
ま

し
た
。

日
頃
の
先
生
の
指
導
に
よ
る

練
習
の
成
果
を
、
大
舞
台
の
上

で
発
表
し
入
賞
で
き
た
こ
と
は
、

大
き
な
自
信
に
も
つ
な
が
り
今

後
が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
十
七

名
の
館
生
に
よ
る
合
吟
の
模
範

披
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

��
�

寒
川
町
武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
十
一
月
十
三
日
開
催
さ
れ
、

剣
道
の
部
に
お
い
て
十
三
名
の

館
生
が
出
場
致
し
ま
し
た
。

試
合
は
学
年
別
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
方
式
で
行
わ
れ
、
優
勝
一
名
、

準
優
勝
三
名
、
三
位
一
名
、
敢

闘
賞
二
名
と
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

他
の
道
場
に
比
べ
少
な
い
稽

古
時
間
の
中
で
、
い
つ
も
先
生

が
指
導
し
て
い
る

｢
人
の
話
を

よ
く
聞
く｣

の
言
葉
通
り
そ
の

教
え
を
守
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力

を
充
分
に
発
揮
で
き
た
こ
と
が
、

良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
の
精
進

に
期
待
し
て
ま
す
。

頑
張
っ
た
館
生
お
め
で
と
う
�

�
	

�
�



�

�

ボ
ー
イ
隊
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
上
進
式

十
一
月
五
日
午
後
八
時
よ
り
、

ボ
ー
イ
隊
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
合

同
の
上
進
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

カ
ブ
隊
か
ら
は
八
名
が
ボ
ー
イ

隊
へ
、
ボ
ー
イ
隊
か
ら
は
二
名

が
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
へ
と
上
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
登
竜
門
と
な
る

｢

三
つ

の
ち
か
い｣

、｢

敬
神
生
活
の
綱

領｣

の
奏
上
を
見
事
に
果
た
し

新
た
に
隊
員
の
仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。
上
進
式
に
続
き
、
篤

い
信
仰
と
敬
神
活
動
の
実
践
に

対
し
て
与
え
ら
れ
る
神
道
章
の

授
与
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
各
ス
カ
ウ
ト
の
更
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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医
療
機
関
に
は
頭
痛
を
訴
え

る
方
が
し
ば
し
ば
来
院
さ
れ
ま

す
。
日
本
に
は
お
お
よ
そ
３
０

０
０
万
人
程
度
の
頭
痛
の
患
者

さ
ん
が
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
単
純

に
そ
の
割
合
で
計
算
し
ま
す
と
、

寒
川
町
に
は
１
万
５
千
人
程
度

の
頭
痛
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

頭
痛
は
、
字
の
通
り

｢

頭｣

が

｢

痛
く｣

な
る
こ
と
で
、
い

ろ
い
ろ
な
病
気
の
症
状
と
し
て

現
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の

多
く
は
痛
み
を
生
じ
て
い
る
頭

に
あ
り
ま
す
。
頭
で
は
、
血
管
、

筋
肉
、
脳
の
ま
わ
り
の
膜
に
痛

み
を
伝
え
る
神
経
が
あ
り
、
何

ら
か
の
原
因
で
そ
れ
ら
が
損
傷

さ
れ
た
り
、
伸
ば
さ
れ
た
り
し

て
頭
痛
が
生
じ
ま
す
。
一
方
、

脳
に
は
痛
み
を
伝
え
る
神
経
は

な
く
、
脳
の
損
傷
の
み
で
は
頭

痛
は
生
じ
ま
せ
ん
。
し
か
し
脳

が
損
傷
さ
れ
る
と
、
周
囲
の
膜

や
脳
の
中
の
血
管
が
損
傷
さ
れ

た
り
伸
展
さ
れ
た
り
す
る
結
果
、

脳
の
病
変
の
多
く
で
頭
痛
が
生

じ
ま
す
。

頭
痛
の
原
因
と
な
る
病
気
は

二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
で
異
常

が
見
つ
か
ら
ず
、
し
か
も
命
に

か
か
わ
る
こ
と
は
な
い
頭
痛
で

す
。
こ
の
よ
う
な
頭
痛
は
多
く

が
慢
性
の
経
過
を
た
ど
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
頭
痛
の
代
表
的
な

も
の
が
緊
張
型
頭
痛
と
呼
ば
れ

る
頭
痛
と
片
頭
痛
と
呼
ば
れ
る

頭
痛
で
す
。
こ
れ
ら
は
頭
痛
の

多
く
を
占
め
ま
す
。
緊
張
型
頭

痛
や
片
頭
痛
は
、
命
に
か
か
わ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
す

が
、
片
頭
痛
で
は
嘔
気
を
伴
っ

た
り
、
仕
事
や
日
常
生
活
に
支

障
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
、
片
頭
痛
で
困
っ
て

い
る
方
が
か
な
り
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

頭
痛
の
原
因
と
な
る
も
う
一
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 � 12月20日(火)
午後２時～３時

�� 寒川神社 参集殿

� � ���	���

� � 消化器科医長

原 正

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院

�
�

�
�

�

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

久
保
田
さ
や
か

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日

管
理
栄
養
士

石
井
麻
由
美

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日

�
�
�
�

�

�
�
�

�

介
護
福
祉
士

大
塚

雪
絵

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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十
月
二
十
四
日
、
第
三
十
三
回
自
衛
消
防
隊

消
火
技
術
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
神
社
よ
り
十

名
の
職
員
が
参
加
、
消
火
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

隊
員
達
は
練

習
の
成
果
を
充

分
に
発
揮
し
、

女
子
は
屋
内
消
火
栓
操
法
に
て
準
優

勝
に
入
賞
、
二
名
が
個
人
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
男
子
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法

に
出
場
、
惜
し
く
も
入
賞
は
逃
が
し

ま
し
た
が
、
安
定
し
た
操
法
を
披
露

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

つ
の
病
気
は
、
深
刻
な
病
状
と

な
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
で
す
。

さ
き
ほ
ど
の
緊
張
型
頭
痛
や
片

頭
痛
に
比
べ
る
と
、
こ
ち
ら
は

ず
っ
と
少
な
い
の
で
す
が
、
命

に
か
か
わ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
の
頭
痛
の
代
表
と
し
て
は
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
出
血
、
脳

腫
瘍
、
髄
膜
炎
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
病
気
に
み
ら
れ

る
頭
痛
の
特
徴
は
、
�
い
ま
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
激
し
い
痛
み

(

く
も
膜
下
出

血
で
あ
れ
ば
、｢

金
槌
で
殴
ら

れ
た
よ
う
な
激
し
い
痛
み｣)

、

�
急
速
に
悪
化
す
る
痛
み
、
�

頭
痛
以
外
の
症
状
が
あ
る

(

ふ

ら
つ
く
、
も
の
が
二
つ
に
見
え

る
、
高
熱
が
あ
る
な
ど)

と
い
っ

た
も
の
で
す
。

頭
痛
の
多
く
は
深
刻
な
病
気

の
症
状
で
は
な
い
の
で
す
が
、

先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
よ
う
な
特

徴
の
頭
痛
の
場
合
に
は
重
大
な

病
気
の
症
状
と
し
て
頭
痛
が
生

じ
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
受
診

す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
た

だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
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迎
春
干
支
ね
ぶ
た
�
開
運
五
行

の
龍
�
皆
様
の
開
運
を
祈
り
ま
す
。

冬
至
に
南
瓜
・
銀
杏
等
�ん
�

の
付
く
食
品
を
食
べ
る
と
幸
運

に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

調
べ
た
ら
栄
養
価
の
高
い
物

が
多
く
、
冬
を
乗
り
切
る
為
の

知
恵
が
籠
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(

尚)
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五
才
に
は
五
才
の
自
負
や
七
五
三

松
本
美
智
子

選
外
の
鉢
ぽ
つ
ね
ん
と
菊
花
展

飛
石

槿
花

不
意
に
来
る
訃
報
の
あ
り
て
冬
隣

根
岸

君
子

あ
の
人
は
い
つ
も
長
居
や
暮
早
し

倉
谷

節
子

足
下
に
山
の
影
来
る
晩
稲
刈
り

芹
沢

徳
光

木
履
ぽ
っ
く
り

の
鈴
の
疲
れ
や
七
五
三

金
指

月
光

掛
鏡
テ
ィ
シ
ュ
で
拭
ふ
冬
立
つ
日

千
葉

静
香

七
五
三
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
犬
も
ゐ
て

菅
沼
う
め
の

強
が
り
て
み
て
も
齢
や
大
根
引
く

金
子

つ
ぢ

擂
鉢
す
り
ば
ち

を
膝
に
抱
え
て
と
ろ
ろ
擂
る

菅
沼

保
幸

七
五
三
小
さ
き
両
掌
り
ょ
う
て

打
て
ば
鳴
る

岡
田
風
呂
釜

子
蛙
の
ま
ぎ
れ
こ
み
た
る
落
葉
か
な

四
ッ
車
梢
月

口
茶
し
て
つ
づ
く
話
し
や
日
の
短
か

相
原

白
蕗

塩
壺
の
匙
の
よ
ご
れ
も
菊
の
頃

市
本

益
子

焼
芋
の
匂
い
を
さ
せ
て
す
れ
ち
が
う

竹
村
真
砂
美

抱
き
あ
げ
て
猫
の
身
ぬ
く
し
今
朝
の
冬

伊
藤

公
一

枯
野
原
延
命
水
の
甘
き
か
な

露
木
て
る
子

川
筋
の
表
と
裏
の
枯
れ
急
ぐ

宮
入

つ
る

大
根
と
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
篭
の
中

瀧
井
ど
ん
舟

親
娘
し
て
晴
着
の
シ
ョ
ー
か
七
五
三

原
野

楽
天

寝
苦
し
き
夜
半
に
目
覚
め
て
短う

歌た

の
浮
か
ぶ
書
き
留
め
し
後
安
ら
ぎ
眠
る

安
藤

慧

大
文
字
盆
の
送
り
火
空
を
染
め
夜
の
箱
根
に
秋
風
が
吹
く

川
島
惠
美
子

す
す
き
の
穂
団
子
と
供
う
し
き
た
り
の
十
五
夜
の
宵
虫
の
す
だ
け
る

�
田
マ
ツ
子

打
つ
走
る
母
校
の
声
援
背
に
受
け
て
�
校
球
児
の
顔
は
少
年

天
利

春
枝

亡
母
言
わ
る
短
歌
は
続
け
よ
老
い
て
な
お
心
豊
か
に
暮
ら
す
よ
す
が
に

岡
元

芳
子

長
渕
の
別
れ
の
歌
に
男
子
ら
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
衿
に
涙
を
拭
ふ

堀
江

照
子

寒
川
神
社
に
つ
づ
く
由
緒
の
大
神
塚
ま
た
十
三
塚
に
郷
土
を
思
う

宇
田
川
時
子

え
さ
ほ
し
い
三
び
き
の
猫
顔
そ
ろ
え
甘
え
る
し
ぐ
さ
に
ニ
ャ
ゴ
ニ
ャ
ゴ
ニ
ャ
ー
ゴ

土
屋
ト
ミ
子

小
筆
に
て
短
歌
書
く
こ
と
に
心
足
ら
う
壁
に
飾
り
て
わ
れ
の
生
き
が
い

三
留
と
く
子

店
先
に
笊
に
小
分
け
さ
れ
し
梅
な
つ
か
し
伯
母
の
漬
け
し
梅
な
り

浜
田

寿
子

く
ぐ
り
抜
け
命
生
ま
れ
し
初
孫
よ
広
い
世
界
へ
翔
る
産
声

山
口

幸
子

｢

風
呂
上
り
す
る
こ
と
山
程
あ
る
の
よ｣

と
耳
に
懐
か
し
亡
き
母
の
声

山
根
喜
美
代

つ
ん
と
立
つ
青
き
稲
穂
は
天
を
指
し
か
細
い
白
花
ち
ら
ち
ら
揺
る
る

亀
山

文
子

神
苑
の
神
嶽
山
に
湧
く
水
の
杜
の
草
木
に
命
を
満
た
す

杉
本

照
世
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